
会
議
の
冒
頭
、
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
全
て
の
方
に
対
し
て

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
、
中
島
副
委

員
長
の
挨
拶
で
会
議
が
開
会
。

主
催
者
を
代
表
し
、
橋
本
委

員
長
は
以
下
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

▼
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か

ら
お
見
舞
い
と
、
組
合
員
と
家

族
の
安
否
確
認
、
支
援
と
復
旧
・

復
興
に
全
力
で
立
ち
向
か
い
、

本
日
結
集
し
た
皆
さ
ん
に
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
。

▼
不
採
用
問
題
。
4
者
4
団
体

は
当
面
、
状
況
を
見
守
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
判
断
。
6
月
22
日

の
会
期
末
に
向
け
、
6
月
15
日

に
報
告
集
会
を
開
催
し
、
政
治

に
判
断
を
促
す
と
し
て
い
る
。

解
決
金
は
配
分
が
終
了
し
、

闘
争
団
組
合
員
に
渡
す
こ
と
が

出
来
た
。

▼
震
災
直
後
は
何
か
ら
手
を
つ

け
て
良
い
も
の
か
…
。
だ
が
会

津
若
松
地
区
と
新
潟
地
本
の
仲

間
の
激
励
と
物
資
搬
入
に
勇
気

づ
け
ら
れ
、
以
降
地
本
が
先
頭

に
踏
み
出
せ
た
。
本
部
を
中
心

に
対
策
本
部
が
立
ち
あ
げ
ら
れ
、

全
国
津
々
浦
々
の
仲
間
か
ら
激

励
と
救
援
物
資
、
支
援
カ
ン
パ

を
寄
せ
ら
れ
た
。

当
初
、
燃
料
不
足
に
よ
り
物

資
の
配
達
等
が
進
ま
な
か
っ
た

が
、
以
降
は
文
字
通
り
会
館
と

地
本
が
復
旧
・
復
興
の
中
心
と

な
っ
た
。
勿
論
、
各
支
部
・
分

会
の
協
力
が
あ
っ
て
国
労
の
団

結
強
化
に
結
び
つ
い
た
も
の
。

各
所
で
「
国
労
で
良
か
っ
た
」

と
感
謝
の
声
が
聞
か
れ
た
。

▼
福
島
第
一
原
発
事
故
の
放
射

能
汚
染
問
題
が
大
き
な
壁
に
。

避
難
者
、
屋
外
業
務
や
避
難
地

区
近
辺
を
乗
務
す
る
方
な
ど
、

「
本
当
に
大
丈
夫
か
」
と
心
配

と
疑
問
を
抱
え
て
の
業
務
に
。

支
社
に
問
題
提
起
を
し
て
い

く
考
え
だ
。

▼
震
災
の
中
で
確
認
出
来
た
、

素
晴
ら
し
い
団
結
を
諸
課
題
に

立
ち
向
か
う
力
と
し
て
奮
闘
す

る
意
思
統
一
を
お
願
い
す
る
。

交
運
共
済
仙
台

事
業
所
伊
賀
所
長

▼
震
災
の
給
付
金
支
払
状
況
。

5
月
13
日
現
在
、
仙
台
事
業

部
で
６
３
４
件
の
被
害
集
約

（
現
職
２
５
３
件
、
退
職
者
３

８
１
件
）
。
今
後
、
千
件
を
超

え
る
見
込
み
。

▼
給
付
金
額
は
家
屋
全
壊
が
39

件
、
半
壊
18
件
、
一
部
損
壊
が

１
０
２
件
に
対
し
、
給
付
金
額

は
１
億
８
千
５
０
６
万
８
千
円
。

▼
地
方
本
部
別
。
盛
岡
１
８
０

件
、
秋
田
15
件
、
仙
台
６
５
９

件
。
仙
台
の
数
字
の
差
異
は
仙

台
を
経
由
せ
ず
直
接
東
北
事
業

所
へ
申
請
の
た
め
。

▼
給
付
決
定
は
３
３
７
人
で
総

合
共
済
９
２
８
万
５
千
円
、
火

災
共
済
が
１
億
７
千
４
９
５
万

４
千
円
、
地
震
風
水
害
が
１
億

９
千
６
３
３
万
３
千
円
で
、
給

付
率
約
40
％
。

▼
早
期
に
給
付
決
定
を
し
て
い

き
た
い
が
、
長
期
化
も
予
想
さ

れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
大
震
災
で

あ
っ
た
。
今
後
も
協
力
を
。

国
労
東
日
本
本
部

松
井
書
記
長

▼
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
東

日
本
本
部
の
取
り
組
み
。

そ
の
任
務
は
①
緊
急
支
援
物

資
の
調
達
と
搬
送
②
支
援
物
資

の
調
達
依
頼
と
発
送
③
被
災
地

方
本
部
へ
の
激
励
と
見
舞
い
。

▼
諸
問
題
へ
の
対
応
。
①
通
勤

時
に
お
け
る
障
害
の
適
用
②
罹

災
、
避
難
し
て
い
る
社
員
の
勤

務
の
取
扱
い
③
原
発
事
故
の
半

径
20
㎞
、
30
㎞
圏
内
の
社
員
の

勤
務
の
取
扱
い
④
震
災
や
原
発

で
被
災
し
た
社
員
と
家
族
の
社

宅
等
の
利
用
に
つ
い
て
。

▼
11
春
闘
。
3
・
2
ヶ
月
、
6

月
30
日
支
払
を
要
求
、
5
月
6

日
に
第
一
回
交
渉
。
（
結
果
は

2
・
6
ヶ
月
、
6
月
28
日
支
払
）

▼
人
事
・
賃
金
制
度
。
会
社
は

期
日
及
び
変
更
内
容
は
別
途
提

案
と
し
て
い
る
。

▼
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
。
08
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
、
問
題
点
は

多
岐
に
わ
た
る
。
労
働
条
件
は

勿
論
、
退
職
年
度
に
な
っ
て
も

就
労
場
所
が
提
示
さ
れ
な
い
問

題
も
発
生
。
ま
た
一
発
提
示
に

よ
る
「
辞
退
」
を
避
け
る
た
め
、

「
先
に
再
雇
用
契
約
を
さ
せ
る
」

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
今
年
度

は
震
災
の
影
響
で
様
々
な
状
況

を
掴
み
え
な
い
の
が
実
態
。

水
戸
支
社
牛
久
駅
で
社
会
人

採
用
者
が
新
規
加
入
。

▼
他
労
組
の
動
向
と
状
況
。

▼
労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
の

今
後
の
進
め
方
。
既
締
結
3
労

組
の
再
締
結
後
、
示
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
成
案
を
受
け
取
っ
て
か

ら
の
議
論
開
始
に
な
る
。

地
方
本
部
提
起

五
十
嵐
書
記
長

▼
組
織
拡
大
。
新
採
者
へ
の
取

り
組
み
や
課
題
集
約
。
組
対
会

議
を
開
催
し
、
大
会
ま
で
の
意

思
統
一
を
図
る
。

ま
た
本
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
交

流
集
会
に
参
加
し
て
い
く
。

▼
差
別
是
正
。
転
勤
希
望
調
査

の
実
施
と
集
約
、
要
請
。
昇
進

試
験
調
査
の
実
施
。

▼
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
諸
課

題
に
つ
い
て
。
組
合
員
被
災
状

況
集
約
。
職
場
問
題
点
（
勤
務

〜
超
勤
１
０
０
時
間
超
過
2
人
・

郡
山
Ｂ
Ｔ
、
他
職
場
も
同
種
実

態
あ
り
。
通
勤
〜
燃
料
不
足
で

困
難
、
交
通
費
立
て
替
え
）
。

原
発
事
故
問
題
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
し
。

乗
務
員
、
乗
客
の

安
全
を
ど
う
守
る
の
か
。

▼
改
善
要
求
の
取
り
ま
と
め
は

今
後
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
に

な
る
。
各
職
協
と
協
議
し
進
め

て
い
く
。
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5
・
15

各
支
部
・
分
会
代
表
者
会
議
（
春
闘
総
括
会
議
）

11
春
闘
事
務
局
総
括
会
議

5
・
22

第
34
回
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

5
・
28

地
本
婦
人
部
激
励
送
別
会

5
・
30

第
1
回
地
本
選
挙
管
理
委
員
会

 
地
方
本
部
は
5
月
15
日
、
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
、
支
部
・

分
会
代
表
者
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
「
東
日
本
大

震
災
」
に
よ
る
地
方
本
部
内
各
級
機
関
組
織
の
受
け
た
被
害
・

影
響
は
甚
大
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
全
機
関
が
そ
の
確
認
と

情
勢
、
現
状
把
握
、
運
動
の
立
て
直
し
の
意
思
統
一
を
図
る
会

議
と
位
置
付
け
開
催
し
た
も
の
。

国
労
の
み
な
さ
ん
の
日
頃
の
ご
健
闘
に

い
つ
も
心
か
ら
敬
意
を
表
し
て
お
り
ま
す
。

国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
前
年
、
郡
山
客

貨
車
区
分

会
の
職
場

闘
争
を
圧

殺
し
よ
う

と
か
け
ら

れ
た
大
弾

圧
で
免
職

処
分
を
受

け
、
早
25
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

翌
年
、
分
割
・
民
営
化
の
年
に
鏡
石
町

議
選
に
立
候
補
し
当
選
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
本
来
な
ら
ば
、
6
期
目
の
任
期
を
終

了
し
、
4
月
に
7
期
目
の
選
挙
を
終
え
て

い
た
時
期
な
の
で
す
が
、
震
災
で
選
挙
は

9
月
4
日
に
延
期
と
な
り
、
県
議
選
は
来

春
ま
で
延
期
さ
れ
そ
う
で
す
。

国
労
仙
台
地
方
議
員
団
も
24
年
前
は
沢

山
居
り
、
市
議
と
町
議
が
そ
れ
ぞ
れ
半
数

程
度
居
り
ま
し
た
が
、
現
在
町
議
は
自
分

一
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
ゼ
ロ
に
し
な
い
た
め
に
も
9
月

の
選
挙
に
向
け
精
一
杯
頑
張
ろ
う
と
決
意

し
て
お
り
ま
す
。

3
月
11
日
は
午
前
に
中
学
校
の
卒
業
式

典
が
あ
り
、
午
後
か
ら
新
年
度
の
予
算
審

査
特
別
委
員
会
の
開
催
中
に
、
あ
の
Ｍ
Ｔ

９
・
０
、
震
度
6
強
の
地
震
が
私
ど
も
の

所
に
も
襲
い
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

役
場
の
中
も
大
混
乱
、
議
場
の
天
井
も

落
下
、
棚
の
書
類
は
床
一
杯
に
散
乱
。

庁
舎
を
出
て
町
内
に
入
る
と
下
水
の
マ

ン
ホ
ー
ル
が
所
々
で
ニ
ョ
キ
ニ
ョ
キ
と
飛

び
出
し
、
屋
根
の
瓦
は
道
路
ま
で
散
乱
。

道
路
も
至
る
所
で
亀
裂
が
入
り
、
Ｊ
Ｒ

を
立
体
交
差
す
る
跨
線
橋
は
隙
間
が
出
来

て
通
行
不
能
に
。
【
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】



▼
支
部
の
意
思
統
一
と
経
過
。

2
月
27
日
の
拡
大
支
部
委
員
会

か
ら
。

▼
労
働
協
約
問
題
で
は
賛
成
の

発
言
な
し
。
人
事
・
賃
金
制
度

も
疑
問
と
反
対
の
声
が
大
半
。

ど
ち
ら
も
分
か
り
易
い
資
料
と

説
明
が
必
要
。

▼
出
向
（
エ
ル
ダ
ー
）
。
新
年

度
に
入
っ
た
が
、
未
だ
就
労
先

が
未
提
示
の
組
合
員
も
。
約
束

が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
の

闘
い
と
交
渉
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

▼
安
全
問
題
。
小
牛
田
で
車
両

火
災
。
12
年
前
に
造
っ
た
車
両

で
温
度
ヒ
ュ
ー
ズ
は
6
年
で
交

換
だ
が
、
交
換
せ
ず
。
安
全
軽

視
と
利
益
優
先
の
姿
勢
が
見
え

る
。

▼
春
闘
。
支
社
前
も
含
め
た
チ

ラ
シ
配
布
行
動
な
ど
、
3
月
4

日
と
5
日
で
は
組
織
の
半
数
以

上
が
参
加
。
要
求
を
書
い
た
ジ
ャ

ン
ボ
ハ
ガ
キ
は
貨
物
へ
は
直
送
、

東
へ
は
窓
口
経
由
で
渡
す
と
な
っ

た
が
結
果
は
。

▼
組
織
拡
大
行
動
。
仙
台
駅
分

会
で
は
資
料
配
布
を
取
り
組
み

し
た
が
会
社
側
の
ガ
ー
ド
が
固

い
。
花
見
も
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
各
職
場
で
の
オ
ル

グ
強
化
を
図
る
。

▼
職
場
（
山
下
駅
）
が
津
波
の

被
害
で
現
在
亘
理
駅
勤
務
。
常

磐
線
で
は
亘
理
か
ら
仙
台
間
、

当
初
4
両
運
転
、
苦
情
か
ら
一

部
6
両
に
な
る
も
少
な
い
。
代

行
バ
ス
は
相
馬
〜
亘
理
間
運
転

だ
が
、
積
み
残
し
問
題
。
定
員

が
決
ま
っ
て
お
り
、
結
局
叱
責

を
受
け
る
の
は
現
場
。

▼
水
戸
支
社
。
相
馬
・
原
ノ
町

地
区
の
方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ

り
、
仙
台
支
社
へ
の
異
動
に
も

触
れ
て
い
た
と
聞
く
が
ど
う
か
。

▼
津
波
時
の
避
難
・
誘
導
の
方

法
。
会
社
に
明
ら
か
に
さ
せ
る

取
り
組
み
が
必
要
。

▼
制
度
（
労
働
協
約
、
人
事
・

賃
金
）
に
つ
い
て
五
十
嵐
書
記

長
を
招
い
て
学
習
会
を
実
施
。

ど
の
様
な
解
釈
を
す
れ
ば
良
い

の
か
、
理
解
を
深
め
て
き
た
。

▼
春
闘
。
4
日
、
5
日
の
行
動

に
加
え
、
3
日
を
支
部
の
総
決

起
集
会
と
し
97
名
の
参
加
。
集

会
に
は
自
動
車
支
部
岩
崎
氏
を

招
き
、
国
労
加
入
ま
で
の
経
過

報
告
を
受
け
た
。

総
行
動
で
の
街
頭
チ
ラ
シ
。

場
所
と
時
間
の
工
夫
が
必
要
。

集
会
で
の
支
部
・
分
会
代
表

の
決
意
表
明
は
国
労
ら
し
く
良

か
っ
た
の
声
。

▼
震
災
に
よ
り
、
支
部
独
自
の

行
動
や
、
新
規
採
用
者
に
対
す

る
取
り
組
み
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
当
面
、
昨
年
の
採
用
者
が

現
場
配
属
に
な
る
の
で
現
場
で

の
交
流
強
化
を
。

▼
震
災
直
後
の
勤
務
の
扱
い
。

電
話
が
不
通
で
勤
務
の
確
認
が

で
き
な
い
状
況
。
ま
た
モ
ニ
タ
ー

通
勤
者
は
仙
台
に
3
泊
し
た
方

も
。
そ
の
後
幹
総
で
の
立
ち
入

り
禁
止
区
域
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
状
況
が

明
ら
か
に
な
り
、
自
宅
待
機
の

指
示
を
受
け
た
。
津
波
に
よ
る

被
害
で
は
家
族
死
亡
を
は
じ
め

家
屋
被
害
な
ど
多
数
。
4
月
7

日
の
余
震
で
も
大
き
な
被
害
が
。

▼
原
発
。
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
学
習
会
か
ら
。
高
木
学
校
の

医
学
博
士
、
崎
山
比
早
子
氏
の

講
演
。

▼
福
島
の
学
校
庭
土
壌
汚
染
問

題
の
基
準
で
20
㍉
㏜
（
シ
ー
ベ

ル
ト
）
ま
で
大
丈
夫
と
あ
る
が
、

線
量
に
安
全
の
し
き
い
値
は
な

い
。
1
㍉
㏜
を
受
け
る
と
人
間

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
30
個
の
内
1
個
は
確

実
に
破
壊
さ
れ
る
。

▼
安
定
ヨ
ウ
素
配
布
。
日
本
で

は
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い

状
況
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
原
発

建
設
時
、
地
域
住
民
に
事
前
に

配
布
。

▼
20
㍉
㏜
の
基
準
は
安
全
か
否

か
で
は
な
く
、
経
済
的
な
影
響

と
原
発
作
業
復
旧
が
進
捗
し
な

い
か
ら
基
準
を
上
げ
て
い
る
だ

け
。
国
際
基
準
は
あ
く
ま
で
1

㍉
㏜
で
あ
り
、
自
然
界
か
ら
受

け
る
4
㍉
㏜
に
上
乗
せ
し
た
1

㍉
㏜
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

▼
反
原
発
活
動
家
、
石
丸
小
四

郎
氏
の
講
演
。

▼
原
発
建
設
時
、
周
辺
の
寺
を

回
り
高
潮
調
査
を
実
施
。
一
つ

の
村
が
壊
滅
し
、
高
台
ま
で
避

難
し
て
き
た
記
録
が
あ
っ
た
が
、

原
発
推
進
の
元
大
熊
町
長
は

「
そ
う
し
た
記
録
は
な
か
っ
た
」

と
国
と
東
電
に
報
告
し
、
立
地

を
受
け
入
れ
た
と
新
聞
報
道
。

▼
事
故
の
背
景
に
は
東
電
の
徹

底
し
た
合
理
化
。
検
査
周
期
の

延
伸
と
検
査
時
間
の
短
縮
。
ボ

ロ
雑
巾
を
絞
る
よ
う
な
下
請
け

作
業
員
の
過
酷
な
労
働
条
件
か

ら
赤
字
が
Ｖ
字
転
換
で
黒
字
に
。

守
る
べ
き
こ
と
を
し
て
こ
な
か
っ

た
東
電
の
責
任
で
あ
る
。

▼
春
闘
。
5
月
7
日
に
全
分
会
・

全
班
交
流
会
で
中
間
総
括
。
現

場
長
交
渉
は
2
月
25
日
に
実
施

し
た
貨
物
福
島
分
会
の
み
。

▼
震
災
関
係
。
乗
務
員
関
係
職

場
で
は
帰
宅
に
対
し
て
会
社
の

対
応
が
バ
ラ
バ
ラ
。
ま
た
多
賀

城
で
被
災
し
た
社
員
に
高
速
バ

ス
で
出
勤
を
求
め
る
（
後
に
取

り
消
し
）
な
ど
会
社
は
異
常
時

の
対
応
が
出
来
て
い
な
い
。

▼
原
発
地
域
へ
の
勤
務
対
応
。

復
旧
に
行
け
な
い
と
言
い
づ

ら
く
、
勤
務
の
変
更
も
断
れ
な

い
。
「
災
害
」
と
い
う
全
体
主

義
の
中
で
言
え
な
く
な
っ
て
い

る
。
立
ち
上
が
る
た
め
の
議
論

と
他
職
場
を
見
直
し
て
共
通
認

識
を
深
め
た
い
。

※
全
体
討
論
で
は
多
く
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
面

の
都
合
で
割
愛
し
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
【
編
集
部
】
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【
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
き
】
老
朽
な
ボ
ロ
屋

の
自
宅
に
向
か
う
途
中
、
姉
の
家
を
見
た

所
、
何
と
家
が
45
度
に
傾
斜
し
、
隣
接
す

る
2
階
建
て
の
住
居
兼
作
業
所
の
2
階
部

分
は
落
下
し
、
道
路
か
ら
田
ん
ぼ
ま
で
数

十
メ
ー
ト
ル
も
の
大
き
な
亀
裂
と
地
盤
沈

下
。
自
宅
は
壁
が
半
分
以
上
落
ち
て
し
ま

い
、
内
部
は
目
も
当
て
ら
れ
な
い
惨
状
で

し
た
。

し
か
し
、
最
も
深
刻
な
事
態
は
、
そ
の

後
の
原
発
事
故
で
し
た
。

時
間
を
追
う
ご
と
に
深
刻
さ
を
増
し
、

世
界
史
上
最
大
の
原
発
事
故
と
言
わ
れ
た

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
同
じ
レ
ベ
ル
7
と
い

う
、
極
め
て
重
大
か
つ
深
刻
な
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
放
射
能
汚
染
は
全
て
の
人
々
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
が
、

中
で
も
農
民
に
与
え
た
シ
ョ
ッ
ク
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

三
反
歩
の
ホ
ウ
レ
ン
草
を
栽
培
し
て
き

た
須
賀
川
市
の
64
歳
の
男
性
は
自
殺
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
葉
物
野
菜
が
次
々
と

出
荷
停
止
と
な
り
、
生
乳
も
長
期
に
亘
り

捨
て
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
、
多
く
の
農
民
は
、
「
こ
の
ま
ま
農

業
を
続
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
悩
み

苦
し
ん
で
い
ま
す
。

出
荷
停
止
に
な
ら
な
く
と
も
、
風
評
被

害
で
野
菜
の
値
段
が
安
く
、
と
て
も
採
算

が
合
わ
な
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
「
シ
イ
タ
ケ
や
タ
ケ
ノ
コ
さ

え
食
べ
る
な
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
震
災
で
は
、
私
た
ち
の
町
の
殆

ど
の
水
田
を
潤
し
て
き
た
、
羽
鳥
ダ
ム
や

沢
山
の
溜
池
に
亀
裂
が
入
り
使
用
不
能
に

な
り
ま
し
た
が
、
残
り
の
「
水
が
あ
る
田

ん
ぼ
に
稲
を
作
っ
て
も
、
果
し
て
売
れ
る

の
か
」
と
み
な
さ
ん
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

金
と
権
力
を
使
い
、
私
た
ち
の
「
危
険
」

「
反
対
」
の
声
を
全
く
無
視
し
て
原
発
を

作
り
つ
づ
け
て
き
た
、
電
力
資
本
歴
代
自

民
党
政
府
。

そ
れ
を
批
判
せ
ず
広
告
収
入
で
儲
け
て

き
た
マ
ス
コ
ミ
、
学
者
、
文
化
人
。

更
に
「
よ
り
原
発
を
増
設
し
、
ベ
ト
ナ

ム
に
も
輸
出
し
よ
う
」
と
企
ん
で
き
た
菅

内
閣
責
任
は
重
大
で
す
。

私
た
ち
は
今
こ
そ
「
脱
原
発
」
か
ら

「
反
原
発
」
へ
の
目
標
を
明
確
に
し
て
闘

い
続
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

5月30日、地本婦人部は仙台

市内において、三上敦子さん

と佐藤歳子さんの退職激励会

を開催しました。

会は加藤副婦人部長の司会で

進められ、地方本部からは橋

本委員長が労いのあいさつを

いただきました。

お二人からは、「最初はどう

してみんな無理して組合運動

をしているのだろうと思って

いたけれど、いつの間にか自

分もどっぷり組合に浸かっ

ていて、あっという間の年月

でした。みんなと共に行動出

来て良かったし、これからも

国労を盛り上げて頑張ってく

ださい」とお礼の言葉があり

ました。

また真砂婦人部長からは、婦

人部全員の思いがたっぷりと？

綴られた寄せ書きがそれぞれ

に手渡されるなど、会は終始

和やかな雰囲気の中で散会と

なりました。【久】

出会えてよかった、仲間でよかった


